
 
12月の「学校・家庭教育評価」に際しまして、お忙しい中アンケートにご協力いただき誠にあり

がとうございました。 
保護者の皆様による評価の結果を下記によりご報告いたします。保護者の皆様から寄せられた声

を基に、次年度に向けて、さらに工夫改善を図りながら、本校教育活動を進めてまいりたいと思い

ます。今後ともご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

令和元年度「学校・家庭教育評価」結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度       ２月号 

文責：大甕小学校長 林 典行 

ご意見 

【学校教育に関して】 

□電子黒板があって授業の内容が分かりやすいので今後も活用してほしい。□本人次第だとは思いますが、子どもたち

が面白いと思えるような授業や体験をさせてほしい。□宿題、家庭学習などで字が汚く雑だが「学校では大丈夫」とい

うので、少しでもご指導いただけたらと思います。□宿題を多くしてほしい。 

□個人的に学習面・生活面で気になることがあれば家庭に知らせて欲しい。□ゆとり教育をなくしてほしい。□もう少

し宿題を増やしてほしい。□本人の意欲を高めてほしい。□来年度からの教育改革で新しい学びが増える。学習が難し

くなる気がする。楽しいこと、興味のあることを見つけて欲しい。 

【家庭教育に関して】 

□家事、身支度、挨拶…「生活」が生きる上でのベース。（親として）最近おろそかにしてしまっている。 

【質問項目の得点から】 概ね昨年と同様の結果となっています。質問別では、「お子さんは楽しく学校に行って

いますか。」に対する回答の得点が高くなっています。「読み書き・計算などの基礎的な学力を身に付けています

か」「発達段階に合った望ましい道徳性を身に付けていますか」の得点が昨年を上回っており、学力面、行動面で

の成長が認められることが伺えます。また、「学校だより・学級だより・メールに目を通していますか」の得点も

比較的高く、また、昨年を上回っていることから、学校教育活動に対する保護者の皆様の関心が高い結果となり

ました。「学年相応の体力や運動能力」「きまりを守ること」については他の質問に比べ低いので、体力の向上，

規範意識の向上について指導改善にあたってまいります。 

【記述内容から】 学習内容の定着、学力向上への期待にかかわる記述を多くいただきました。今後もよりよい

授業づくりを通して、学習意欲の喚起と学習内容の定着を図ってまいります。また、家庭学習の習慣づくりのた

めの要望もあり、より一人一人にあった課題提示に努めますとともに、よりよい学習習慣づくりのため、家庭学

習スタンダードや本校手引きを基にご家庭でもご協力をいただきますようお願いいたします。 

 昨年に比べ、記述数が大きく減少いたしました。本校教育活動の内容について今後も積極的な発信を心がけ、

保護者からの声を取り入れながら、家庭と学校が連携して教育活動を推進していけるよう改善を図ってまいりま

す。今後も忌憚のないご意見をお願いいたします。 

大甕小学校通信 


